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　この学生作品は、平成17年10月の芸術文化学部発足に伴う実技実習室改修に合わ
せて、統一したデザインで10ケ所に設置した救急箱です。 
　開学当時に用意された救急箱は、蓋つきの箱型のもので、怪我のたびにどこに行った
のかを探したものでした。これに疑問を持った学生が、平成16年度の「家具制作」授業
でデザイン・制作をしました。そしてこれを本学部の卒業生が活動する独立工房に10個
発注して取り付けたものです。正面の扉を下に開けると前後に重なることなく並んだ消
毒液やバンドエイドが見えやすく、取り出しやすくデザインされています。　（小松 研治） 

　大学の「中から外へ」わかりやすく正確に情報を伝えることは、広報誌が果たすべき重要な役割のひとつです。と同時に私たちトムズ
プレス編集サブタスクチームは、あと２つの役割をこの冊子が果たしてくれることを（欲張りで恐縮ですが！）心から願っています。 
　そのひとつは、３大学統合によって生まれた新しい富山大学の中で、キャンパスや学部の違いを超えて教職員や学生が互いを知
り、共にこれからの大学をつくっていくための、いわば大学の「中から中へ」の橋渡しです。そしてもうひとつは、より多くの方々が
気軽に富山大学での行事に参加されたり大学を訪れたりされる手がかりとなり、またそうした皆さんの声を大学の中へと反映し
ていくための、いわば「外から中へ」の橋渡しです。 
　富山大学の公開講座等に多くの市民の皆さんが参加され、そのことが教員や現役の大学生たちにもかけがえのない刺激になっ
ていることは、今回の巻頭特集でもご紹介したとおりです。また、広報誌読者の皆さんから寄せられたご意見やアンケート結果は
逐次、編集委員が回覧して次号の編集に活かしております。 
　皆さんから届く一言が、もっともっと面白い Tom's Pressを、そして富山大学をつくっていくための、大切な手がかりとなりま
す。よろしければぜひ、本誌綴じ込みのはがきや広報室宛のメールで、ご意見・ご感想をお寄せください。一同、お待ちしております！ 

（林 夏生） 巻頭特集 
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公開講座＆オープン・クラス 
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１．教養を深める 
「共生社会」を目指す／心とからだの心理学／心理学

と家庭教育／暮らしと「お金」／世界の映画文化／

素粒子物理学と宇宙／富山の建築・町並み・景観／

床ずれ防止策／メタボリック・シンドローム／再生医学

の現状と展望／「薬の効き方」の最新情報　ほか 

 
２．体験・技能の向上を目指す 
簿記検定に挑戦する（２級・３級）／初級ゴルフ／家庭

菜園を楽しむ／山歩きの楽しみ／富山大学のものづく

り体験（中学生対象）／究極の珈琲／世界の飲み物

文化／そば打ち文化を学ぶ／親子スキー教室／AED

を用いた心肺蘇生講習　ほか 

 
３．外国の言語や文化を学ぶ 
英語発音とリスニング／初級・中級フランス語／ドイツ

語初級／中国語入門・初級の各言語、および国際理

解・中国入門（上海視察を予定）、西洋の食文化と歴

史　ほか 

 
４．芸術制作に挑戦する 
木工によるキッチン・ツール制作／お盆の「塗り」／精

密鋳造で小物製作／テンペラ画入門／木製カップ制

作／頭像をつくる／テラコッタ人体制作　ほか 

 
５．ＩＣＴを活用する 
Web2.0の世界／MS Office 2007の技法各種／シニ

アから始める情報技術／Web配色／CSSを用いた

Web制作／ Word & Excel入門／初級ホームページ

制作／中高年・初心者のためのCAD入門／コンピュ

ータで地図をつくろう（中・高校生対象）　ほか 

2007年度の公開講座とオープン・クラスの受付を行っています。 

また、随時メールマガジン形式で皆様に情報をお届けしていますので、ご希望の方は

下記までお問合せください。 

公開講座とオープン・クラスに関するお問合せ、お申し込みは・・・ 

電話 076-445-6956　FAX 076-445-6960   http://www.life.u-toyama.ac.jp/
ものづくりの講座 教養を深める講座 外国の言語・文化を学ぶ講座 
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富山大学の「知」を開放―公開講座＆オープン・クラス 

●巻頭特集 

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、学
生
た
ち
と
一

緒
に
聴
講
で
き
る
授
業
の
こ
と
。こ
れ
ま
で
多
く
の
一
般
市

民
の
方
々
が
大
学
の
門
を
く
ぐ
り
、正
規
学
生
と
と
も
に

学
ん
で
き
た
。
 

オ
ー
プ
ン
・
ク
ラ
ス
制
度
が
発
足
し
た
平
成
14
年
度
以
降
、

受
講
生
の
延
べ
人
数
は
1
0
0
0
名
を
超
え
て
い
る
。
 

ほ
と
ん
ど
が
平
日
の
昼
間
に
開
講
さ
れ
る
た
め
、受
講
者

は
シ
ニ
ア
世
代
と
主
婦
の
方
々
が
多
い
が
、中
に
は
職
業
的

な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
受
講
す
る
方
も
少
な
く
な
い
。
 

受
講
す
る
場
合
は
事
前
申
込
み
が
必
要
だ
が
、最
初
の
講

義
を
「
試
聴
」
し
た
う
え
で
選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
た
め
、関
心
の
あ
る
科
目
が
選
択
で
き
る
。
 

Q
オ
ー
プ
ン
・
ク
ラ
ス
っ
て
？
 

年
間
、1
0
0
0
科
目
以
上
！
 

学
生
と
共
に
聴
講
す
る
「
開
か
れ
た
授
業
」
。
 

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、学
生
た
ち
と
一

緒
に
聴
講
で
き
る
授
業
の
こ
と
。こ
れ
ま
で
多
く
の
一
般
市

民
の
方
々
が
大
学
の
門
を
く
ぐ
り
、正
規
学
生
と
と
も
に

学
ん
で
き
た
。
 

オ
ー
プ
ン
・
ク
ラ
ス
制
度
が
発
足
し
た
平
成
14
年
度
以
降
、

受
講
生
の
延
べ
人
数
は
1
0
0
0
名
を
超
え
て
い
る
。
 

ほ
と
ん
ど
が
平
日
の
昼
間
に
開
講
さ
れ
る
た
め
、受
講
者

は
シ
ニ
ア
世
代
と
主
婦
の
方
々
が
多
い
が
、中
に
は
職
業
的

な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
受
講
す
る
方
も
少
な
く
な
い
。
 

受
講
す
る
場
合
は
事
前
申
込
み
が
必
要
だ
が
、最
初
の
講

義
を
「
試
聴
」
し
た
う
え
で
選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
た
め
、関
心
の
あ
る
科
目
が
選
択
で
き
る
。
 

Q
オ
ー
プ
ン
・
ク
ラ
ス
っ
て
？
 

年
間
、1
0
0
0
科
目
以
上
！
 

学
生
と
共
に
聴
講
す
る
「
開
か
れ
た
授
業
」
。
 



5 4

 

土
に
親
し
む
生
き
方
を 

追
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

土
に
親
し
む
生
き
方
を 

追
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

M
e
s
s
a
g
e

Toms Press
,

Toms Press
,

30代以下 

31.6％ 

40～50代 

41.3％ 

60代以上 
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●公開講座受講者の年代 

公開講座ミニ情報 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

講
座
　

家
庭
菜
園
を
楽
し
む 

生物学の世界を堪能 
テーマにひかれて受講しました。地球誕

生の頃からの動植物の進化、ヒトの染

色体のことなどが学べてよかったと思い

ます。遺伝子組み換え植物や体内時

計のしくみなど、講義はわかりやすく、楽

しいものでした。地域社会にも広く門

戸を開き、勉学の機会を与えてもらった

ことで、富山大学という存在がとても身

近な存在になったように思います。最

後に大学のいろんな設備を見学させて

いただき、ありがとうございました。 

（生物学系講座） 

第二の人生豊かに 
自分の関心ある科目を選択して

受講できるのがいいですね。第二

の人生での学習経験は、これから

の私にとって貴重な宝になると思

いますので、今後も機会をみて、

ぜひ受講させていただきます。 

（オープン・クラス） 高橋 満彦 
Mitsuhiko Takahashi

人間発達科学部助教授 

専門：環境法、自然保護政策に関する研究 

富山大学の「知」を開放―公開講座＆オープン・クラス 

受講生の声 

　
講
座
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
い
た
っ
て
簡
単
。
人
間

発
達
科
学
部
の
農
場
で
、一
人
２０
平
米
ほ
ど
の

畑
を
使
い
、１
シ
ー
ズ
ン
の
間
「
農
」
を
楽
し
む

の
で
す
。
夏
野
菜
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、枝
豆
、ト
マ

ト
、キ
ュ
ウ
リ
、冬
野
菜
で
は
大
根
、白
菜
、そ
の

他
自
分
で
栽
培
し
た
い
も
の
を
栽
培
す
る
経

験
を
持
つ
こ
と
で
、翌
年
か
ら
は「
自
分
の
畑
」

を
管
理
で
き
る
よ
う
に
、お
お
よ
そ
の
感
覚
を

つ
か
ん
で
も
ら
う
。
こ
れ
と
並
行
し
、毎
回
１

時
間
弱
の
講
義
を
通
じ
て「
農
」の
基
礎
的
な

理
解
を
深
め
る
。
講
義
内
容
は
担
当
講
師
の

得
意
分
野
と
い
う
こ
と
に
な
り
、少
し
難
し
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、多
様
さ
・
に
ぎ
や
か

さ
が
常
に
あ
り
ま
し
た
。
 

　
準
備
の
か
い
あ
っ
て
講
座
も
お
お
む
ね
順
調

に
終
了
し
、受
講
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
も
高

い
満
足
度
が
示
さ
れ
た
の
で
手
応
え
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、私
自
身
も
楽
し
め

ま
し
た
。
予
期
せ
ぬ
（？）
豊
作
で
、野
菜
の「
採

れ
す
ぎ
」
対
策
と
し
て
、漬
物
等
の
加
工
方
法

の
指
導
を
入
れ
る
必
要
も
感
じ
た
ほ
ど
で
す
。
 

　
残
念
な
こ
と
に
、現
代
農
業
界
は
輸
入
自

由
化
や
生
産
農
家
の
高
齢
化
等
の
困
難
が
多

く
、あ
ま
り
喜
ば
し
い
話
題
を
聞
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、実
際
に
土
を
耕
し
て
収
穫
を
体
験

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
は
す
ご
く
楽
し
そ
う
で

し
た
ね
。
無
論
、農
業
は
本
当
の
意
味
で
の「
自

然
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、農
薬
や
土
地
改
良

な
ど
が
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
現
実
も

あ
り
ま
す
。そ
れ
で
も
、日
本
に
は
人
の
い
な
い

自
然
環
境
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
し
、日
本

の
景
観
と
生
態
系
は
農
業
が
形
成
し
た
と
い
っ

て
い
い
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、市
民
が
土
に
親
し
み
、

ふ
だ
ん
は
意
識
し
な
い
農
業
の
こ
と
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、環
境
や
地

域
社
会
の
あ
り
方
を

考
え
る
き
っ
か
け
と

し
て
と
て
も
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。
 

　
「
果
た
し
て
受
講

者
は
集
ま
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
当
初

の
心
配
も
全
く
の
杞

憂
に
終
わ
り
、
お
か

げ
さ
ま
で
か
な
り
の

人
気
講
座
に
な
っ
た

の
で
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
今
後
も
こ
の

講
座
を
継
続
す
る
予

定
で
す
。
農
業
は「
継

続
は
力
な
り
」
を
地

で
い
く
も
の
で
す
か
ら
、

基
本
は
今
の
や
り
方

の
ま
ま
で（
有
機
栽

培
に
挑
戦
す
る
か
等
、

い
く
つ
か
課
題
も
あ
り
ま
す
が
）、多
く
の
家

庭
菜
園
実
践
者
を
育
て
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
副
次
的
な
こ

と
で
す
が
、こ
の
講
座
を
継
続

す
る
こ
と
で
意
欲
あ
る
実
践
者

を
育
て
、そ
の
方
々
が
「
受
講
者

O
B
・
O
G
」
と
し
て
講
座
の

お
手
伝
い
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、ひ
い
て
は「
農
」

に
関
心
の
あ
る
学
生
が
増

え
て
く
れ
れ
ば
、な
ど
と

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

    

Voice

●巻頭特集 

受講者の年代層は、ほぼ均等。 

公開講座の受講者は、30代以下の若手世代が

31.6％、40～50代の働き盛り世代が41.3％、60

代以上のシニア世代が27.1％。「生涯学習」に

はシニア世代のイメージが強いが、割合的には、

ほぼ均等。 

また、新規受講者は全体の４割程度（平成17年

度調べ）に及び、受講者は拡大傾向にある。自

分を磨こうとする意欲が世代に関係なく高まって

きているようだ。 
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より高度なWeb制作の 
第一歩をご一緒に。 
より高度なWeb制作の 
第一歩をご一緒に。 

Toms Press
,

Toms Press
,

Message 担当教員からのメッセージ 講座　CSSを用いたWeb制作／Web配色 

 

93.0％が、「満足」。 

受講生のアンケート結果を見ると、「講義内容に

満足している」が93.0％。87.3％が「今後も受

講を希望する」と回答していることから、公開講

座はかなり好評であると考えられる。人気度が高

いのは、外国言語・文化とＩＴのジャンルだが、「一

般教養」ジャンルの開講を望む声も多くなっている。 

公開講座ミニ情報 

スポーツの技を磨く 
ピッチングの方法を数回に渡って指導

していただきました。ハーフのラウンドは、

練習の励みになるとともに、いろいろな

体験ができて勉強になることが多いの

で必ず行ってほしいですね。短い時間

でしたが、講座は早朝から開催されるの

ですが、諸先生方には大変お世話にな

りました。 

（健康・スポーツ系講座） 

 

青春時代、再び 
「リタイアした後は大学で学びたい」

という願いがかないました。時代

を青春時代にリセットして、キャン

パスライフを謳歌しています。 

（オープン・クラス） 

上木佐季子 
Sakiko Ueki

総合情報基盤センター講師 

専門：教育工学 

受講生の声 

●受講者へのアンケート結果より 

満　足 講義内容に 
満足していますか 

0 50 100（％） 

今後も受講を 
希望しますか 今後も受講 

93.0％ 

87.3％ 

Voice

富山大学の「知」を開放―公開講座＆オープン・クラス 

　
情
報
通
信
技
術
の
社
会
へ
の
浸
透
に
よ
っ
て
、

W
e
b
制
作
へ
の
関
心
が
広
い
範
囲
で
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
W
e
b
ペ
ー
ジ
は
、専
用
の
作
成
ソ

フ
ト
を
用
い
れ
ば
ワ
ー
プ
ロ
感
覚
で
比
較
的
簡

単
に
作
れ
ま
す
し
、専
用
ソ
フ
ト
が
な
く
て
も
、

W
i
n
d
o
w
s
標
準
の「
メ
モ
帳
」
を
使
え

ば
、H
T
M
L
の
解
説
サ
イ
ト
な
ど
を
見
な
が

ら
、か
な
り
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、と
考
え

る
と
、何
だ
か
わ
く
わ
く
し
ま
せ
ん
か
？
 

　
そ
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、こ
れ
か
ら

W
e
b
ペ
ー
ジ
を
制
作
す
る
人
た
ち
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
た

２
つ
の
講
座
を
企
画
し
、実
施
し
ま
し
た
。
 

　
W
e
b
制
作
に
お
い
て
は
、ど
う
い
う
情
報

を
提
供
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
、そ
れ
を
ど
う

い
う
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
す

る
か
と
い
う
こ
と
は
、分
離

し
た
作
業
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、

W
e
b
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

は
す
べ
て
ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト

で
行
う
こ
と
を
目
的
に
し

た
「
C
S
S（
カ
ス
ケ
ー
テ

ィ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト
）

に
よ
る
表
現
力
豊
か
な

W
e
b
ペ
ー
ジ
の
作
成
」

を
開
講
し
ま
し
た
。
長
時

間
に
渡
る
タ
イ
ピ
ン
グ
作

業
が
多
く
、受
講
し
た
皆

さ
ん
に
は
肩
の
張
る
時
間

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

専
用
ソ
フ
ト
を
使
わ
ず
に
、

ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
作
り
は

じ
め
て
い
く
作
業
で
し
た
の
で
、出
来
上
が
っ
た

と
き
の
充
実
感
は
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
 

　
一
方
、ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト
の
知
識
と
は
別
に
、

W
e
b
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
配
色
は
、サ
イ
ト

の
印
象
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
な
の
で
、次

に「
色
の
基
本
知
識
と
W
e
b
配
色
」
を
開
講

し
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
、色
の
基
本
知
識
と
配

色
に
つ
い
て
の
座
学
を
行
っ
た
後
、W
e
b
ペ
ー

ジ
上
で
の
色
指
定
は
ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト
に
よ
り

行
う
と
い
う
実
習
を
し
な
が
ら
、配
色
デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
を
進
め
る
中
で
、ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト
も

詳
し
く
学
び
た
い
と
い
う
要
望
が
出
て
き
ま

し
た
の
で
、当
初
の「
２
本
立
て
」の
構
想
が
受

講
者
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
２
つ
の
講
座
が
、
よ
り
高
度
な

W
e
b
制
作
の

第
一
歩
を
踏
み
出

す
き
っ
か
け
と
な

っ
た
な
ら
、
こ
の

上
な
い
こ
と
で
す
。
 

    

●巻頭特集 



GERMANY

FRANCE
SWIZERLANDSWIZERLANDSWIZERLAND

ITALY
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SPAIN

ハンブルク 

ブレーメン 

ケルン 

ハイデルベルク 

ベルリン 

フランクフルト 

ローデンブルク 
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（
仲
嶺 

政
光
） 
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「
話
せ
る
」「
使
え
る
」
ド
イ
ツ
語
を 

 
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。 

「
話
せ
る
」「
使
え
る
」
ド
イ
ツ
語
を 

 
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。 

Toms Press
,

M
e
s
s
a
g
e

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

講
座
　

ド
イ
ツ
語
初
級 

 

オープン・クラス ミニ情報 

外国語コミュニケーションに挑む 
復習、宿題、予習と次の授業まで忙しい

日々を過ごしましたが、それもまた楽しみ

の一つ。やる気と、間違いを恐れず話す

勇気を引き出してもらい、どんどん変わっ

ていく自分を実感しましたね。なぜそうな

るのか。こういうケースにはどう対処する

のか。謎が一つひとつ解けて霧が晴れ

るいく感じなんです。受験英語の時は、

ただ暗記するだけで疑問もないがしろに

していましたが、今改めてチャンスに恵ま

れたことを幸せに思っています。 
（外国言語文化系講座） 

大学らしい高度な知を 
大学で行うものは一般的な内容

のものではなく、アカデミズムの

府として多少高度な内容に設定

する方が、むしろ意義があると思

います。今後は実用的なもの、ア

カデミックなもの、双方向でバラ

ンスのとれた講座内容になること

を望みます。 
（オープン・クラス） 

黒 田  廉 
Kiyoshi Kuroda

人文学部助教授 

専門：現代ドイツ語学 

受講生の声 

　
私
が
担
当
し
た
１８
年
度
の
公
開
講
座
「
ド

イ
ツ
語
初
級
」の
受
講
者
は
、前
期
・
後
期
合
わ

せ
て
延
べ
２８
人
。
当
初
の
予
想
よ
り
ず
っ
と
多

く
驚
き
ま
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
の
影

響
も
あ
っ
た
の
か
な
と
想
像
し
た
の
で
す
が
、

意
外
な
こ
と
に
受
講
の
動
機
に
サ
ッ
カ
ー
を
挙

げ
ら
れ
た
方
は
一
人
も
な
く
、一
般
の
方
の
潜
在

的
な
ド
イ
ツ
語
需
要
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
 

　
教
壇
に
立
っ
て
み
る
と
、受
講
者
の
方
々
の
ニ

ー
ズ
は
主
に
旅
行
の
際
の
実
際
面
・
実
用
面
に

高
い
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
講
義
で
は
、正
確
な
理
解
と
応
用
が
可
能
と

な
る
よ
う
に
基
本
的
な
文
法
も
押
さ
え
つ
つ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
注
文
の
仕
方
、チ
ッ
プ
の
額
な

ど
、旅
行
な
ど
の
際
に
も
「
使
え
る
」「
役
立
つ
」

教
材
を
選
び
ま
し
た
。口
頭
練
習
を
多
く
行

い
、ペ
ア
・
ワ
ー
ク
、歌
、ゲ
ー
ム
的
な
要
素
も
取

り
入
れ
、活
気
の
あ
る
教
室
に
な
る
よ
う
に
心

が
け
て
み
た
つ
も
り
で
す
。
公
開
講
座
は
、学

生
向
け
の
授
業
に
比
べ
る
と
少
人
数
で
す
か
ら
、

受
講
者
の
達
成
度
に
合
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、い
ろ
ん
な
面
で
自
由
度
が
高
く
、

受
講
者
の
要
望
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
思
い
ま
す
ね
。
 

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、一
般
社
会
人
で
あ

る
受
講
者
の
方
の
学
ぶ
姿
勢
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
さ
で
す
。
正
規
学
生
向
け
の
授
業
で
は
少

な
い
で
す
が
、公
開
講
座
で
は
毎
回
い
ろ
ん
な

質
問
が
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

今
ま
で
私
が
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
な

も
の
も
あ
り
、私
自
身
に
と
っ
て
も
大
変
よ
い

勉
強
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、ド
イ
ツ
映
画
や

ド
イ
ツ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
り
、終
わ
り
に
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
と
心
を

配
っ
て
い
た
だ
き
、受

講
者
の
方
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

　
一
般
に
、高
校
教
育

ま
で
に
英
語
以
外
の

言
語
を
学
習
す
る
方

は
極
め
て
少
な
い
の

が
現
状
な
の
で
、ぜ
ひ

こ
の
よ
う
な
機
会
を

通
し
て
ド
イ
ツ
語
お

よ
び
ド
イ
ツ
と
い
う

国
の
理
解
が
深
ま
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
 

   

Voice

富山大学の「知」を開放―公開講座＆オープン・クラス 

●巻頭特集 

「ありのまま」に、意義がある。 
オープン・クラスでは正規学生と市民受講生が

同席して授業を受ける。一般市民が参加してい

るからという配慮は特にない。しかし、これもオー

プン・クラスの大きな特徴。「学生と差別なく対

応していただき、ありがたかった（受講者の声）」、

「社会人は自らの経験に基づいて質問されるので、

学生にとっても刺激になる（担当教員の声）」、「学

生とは異なる世代の方々の意見にふれることが

でき、参考になった（担当教員の声）」などさまざ

まな効果を生み出している。 

,
Toms Press
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歴
史
を
振
り
返
る 

近
代
産
業
や
教
育
の
礎
と
な
っ
た 

富
山
の
薬
。 

 

Toms Press
,

Toms Press
,

■第1地区 
 
■第2地区 
 
 
■第3地区 

●詳しくはホームページで　http://nenkai.pharm.or.jp/127/web/

富山国際会議場、富山県民会館など 
総会、特別講演、受賞講演、シンポジウム 
富山市総合体育館など 
ポスター発表、機器展示、とやまのくすり展、 
富山ライトレール日本薬学会開催記念キップ発売 

富山大学五福キャンパス 
一般口頭発表 

テーマは「個の医療再生をめざした薬学の新展開」 

2007年3月28日（水）・29日（木）・30日（金） 

日本薬学会（第127年会）、開催。 

　3月28日（水）～30日（金）、富山で日本薬学会第127年会が開催される。富山での開催は

1966年春の第86年会以来であり、41年ぶりの開催となる。開催のテーマは「個の医療再生

をめざした薬学の新展開」。会場は大きく3地区に分かれており、富山市内の各会場でシンポジ

ウムや特別講演、一般口頭発表などが行われる。 

大
名
の
腹
痛
で
そ
の
名
を
広
め
た

「
反
魂
丹
」
 

 　
富
山
と
い
え
ば
、ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が
薬
。

「
越
中
と
や
ま
の
薬
売
り
」は
富
山
の
代
名
詞

に
も
な
っ
て
い
る
が
、売
薬
が
商
業
と
し
て
確

立
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
中
期
で
あ
り
、富

山
と
薬
の
関
わ
り
は
さ
ら
に
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
る
。
 

　
富
山
の
先
人
た
ち
は
古
墳
時
代
か
ら
薬
の

知
恵
を
持
ち
、オ
ウ
レ
ン
や
オ
ウ
バ
ク
を
腹
薬

に
、ガ
マ
の
花
粉
な
ど
を
火
傷
や
傷
に
使
っ
て
い

た
。
越
中
の
野
山
に
は
薬
草
が
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、奈
良
時
代
に
は
薬
の
専
門
家
た
ち
が

都
か
ら
数
多
く
移
住
し
て
、薬
草
の
見
分
け

方
や
処
理
の
方
法
を
教
え
た
と
い
う
。
奈
良

か
ら
平
安
時
代
に
な
る
と
渤
海
国
と
の
交
易

を
通
じ
て
麝
香
や
牛
黄
、熊
胆
な
ど
の
動
物

生
薬
が
伝
え
ら
れ
、他
の
地
域
で
は
敬
遠
さ
れ

が
ち
だ
っ
た
新
た
な
薬
種
が
越
中
に
定
着
し

て
い
く
。
　
 

　
富
山
の
薬
は
、こ
う
し
て
脈
々
と
息
づ
い
て

い
っ
た
わ
け
だ
が
、そ
の
名
を
全
国
レ
ベ
ル
で
広

め
た
功
労
者
と
い
え
ば
、富
山
藩
二
代
藩
主
・

前
田
正
甫
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
薬
に
多
大
な
関

心
を
持
つ
正
甫
公
は
自
身
で
薬
を
作
る
ほ
ど

の
研
究
家
で
、そ
の
成
果
を
病
気
の
家
来
に
投

与
し
、臨
床
結
果
を
以
後
に
活
か
す
学
者
肌

な
一
面
も
あ
っ
た
と
い
う
。１
６
８
３
年（
天
和

３
年
）に
は
備
前
岡
山
の
医
師
・
百
代
常
閑
を

呼
び
寄
せ
て
気
付
薬
を
調
整
し
、薬
種
商
・
松

井
屋
源
右
衛
門
に
作
り
方
を
習
わ
せ
た
。こ

う
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
反
魂
丹
」で
あ
る
。

そ
の
後
の
１
６
９
０
年（
元
禄
３
年
）、江
戸
城

に
お
い
て
富
山
の
薬
の
効
果
を
見
せ
つ
け
る
思

い
が
け
な
い
場
面
が
生
じ
た
。
将
軍
に
謁
見
中
、

福
島
の
大
名
が
突
然
の
腹
痛
に
見
舞
わ
れ
、

正
甫
公
が
反
魂
丹
を
与
え
た
と
こ
ろ
、た
ち

ま
ち
痛
み
が
治
ま
っ
た
の
だ
。
同
席
し
て
い
た

諸
大
名
た
ち
か
ら
は
「
ぜ
ひ
我
が
領
土
で
も

販
売
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
請
が
相
次
ぎ
、

貧
し
く
小
さ
か
っ
た
富
山
藩
を
薬
を
中
心
産

業
に
し
て
豊
か
に
し
よ
う
と
考
え
た
正
甫
公

は
、商
人
・
八
重
崎
屋
源
六
ら
に
諸
国
行
商
を

命
じ
、越
中
富
山
の
薬
売
り
を
全
国
へ
と
旅

立
た
せ
た
。
 

　
こ
れ
が
、富
山
に
お
け
る
配
置
家
庭
薬
販

売
業
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 売
薬
へ
の
 

憧
れ
が
教
育

熱
の
高
ま
り
に
 

 　
越
中
富
山
の
薬
と

し
て
初
め
て
販
売
さ

れ
た
「
反
魂
丹
」
。
そ

の
名
前
に
は「
身
体
に

魂
を
呼
び
戻
す
妙
薬
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
２０
数
種
類
も
の
薬
種
を
調
合
す

る
た
め
、富
山
藩
は「
反
魂
丹
役
所
」
を
設
け
、

原
料
や
品
質
を
厳
し
く
検
査
し
た
ほ
か
、「
旅

先
心
得
」
を
制
定
し
て
不
心
得
な
行
商
を
取

り
締
ま
る
こ
と
で
、他
藩
で
の
信
用
を
ど
ん
ど

ん
高
め
て
い
っ
た
。
 

　
江
戸
時
代
の
売
薬
人
数
は
２
２
０
０
人
、売

上
高
は
２０
万
両
に
及
ん
だ
と
い
う
。
柳
行
李

を
背
負
い
、全
国
に
颯
爽
と
出
か
け
て
い
く
売

薬
さ
ん
の
勇
姿
は
、農
民
や
町
人
の
次
男
坊
、

三
男
坊
た
ち
に
と
っ
て
憧
れ
の
対
象
で
あ
り
、

周
囲
の
大
人
た
ち
も
将
来
は
自
分
の
子
ど
も

を
売
薬
の
仕
事
に
就
か
せ
よ
う
と
、当
時
と

し
て
は
先
進
的
だ
っ
た
幼
少
時
教
育
に
力
を

入
れ
た
。
富
山
で
は
、読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん

を
教
え
る
寺
子
屋
が
早
く
か
ら
発
達
し
た
の

も
、売
薬
の
仕
事
に
就
く
た
め
の
基
礎
的
な

知
識
を
つ
け

る
た
め
で
あ
る
。
教

育
熱
心
な
県
民
性
に
も
、や
は
り
薬
が
大
き

く
関
係
し
て
い
る
の
は
と
て
も
興
味
深
い
。
 

　
ま
た
、富
山
の
薬
は
近
代
産
業
の
育
成
に

も
深
く
関
与
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
富

山
で
は
、薬
を
包
む
た
め
の
和
紙
の
生
産
、薬

袋
の
印
刷
な
ど
の
地
場
産
業
が
発
展
。
明
治

時
代
に
な
る
と
、売
薬
業
者
た
ち
が
長
年
か

け
て
貯
め
た
お
金
や
商
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
資
本
が
、新
し
い
基
幹

産
業
を
興
す
た
め
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
。
 

　
明
治
時
代
以
前
は
藩
の
決
ま
り
で
、蓄
積

し
た
資
本
を
他
に
投
じ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い

た
が
、明
治
期
を
迎
え
る
と
そ
の
束
縛
が
外
れ
、

売
薬
業
者
は
金
融
機
関
を
は
じ
め
と
し
て
水

力
発
電
、鉄
道
、運
送
、各
種
製
造
業
、出
版

や
印
刷
、
教
育
な

ど
の
幅
広
い
分
野

に
投
資
し
て
いっ
た
。

中
で
も
教
育
と
い

う
視
点
で
と
ら
え

る
と
、
富
山
大
学

と
薬
に
は
、
と
て

も
深
い
関
わ
り
が

あ
る
。
 

  

富
山
大
学
の
ル
ー
ツ
 

共
立
富
山
薬
学
校
 

 　
明
治
１６
年
、政
府
は
財
源
不
足
を
補
う
と

同
時
に
西
洋
薬
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
売
薬
印
紙
税
を
導
入
。
売
薬
業
界
は
重

税
を
課
せ
ら
れ
て
大
き
な
打
撃
を
被
っ
た
が
、

業
界
再
建
の
悲
願
と
し
て
、明
治
２７
年
、国
に

舎
蜜
学
校
を
申
請
。「
共
立
富
山
薬
学
校
」

を
設
立
し
て
薬
の
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
た

優
れ
た
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。こ
の
薬
学
校

は
明
治
３１
年
、市
立
富
山
薬
学
校
に
昇
格
。

明
治
４３
年
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
県
立
薬
学

専
門
学
校
と
な
る
。こ
の
学
校
が
、業
者
の
養

成
と
薬
剤
の
科
学
的
な
研
究
発
展
の
た
め
に

果
た
し
た
功
績
は
と
て
も
大
き
く
、大
正
９

年
に
は
官
立
富
山
薬
学
専
門
学
校
へ
と
発
展
。

こ
の
薬
学
教
育
の
流
れ
が
、昭
和
２４
年
の
富
山

大
学
薬
学
部
、昭
和
５０
年
の
富
山
医
科
薬
科

大
学
の
設
立
へ
と
つ
な
が
り
、薬
学
の
大
殿
堂

へ
と
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。
 

　
ち
な
み
に
舎
蜜
学
校
の「
舎
蜜
」
は
、オ
ラ
ン

ダ
語
で「
化
学
」を
意
味
す
る
単
語「
C
h
e
m
i
e
」

を
音
訳
し
て
当
て
た
言
葉
。
明
治
初
期
ま
で

は
、化
学
と
い
う
意
味
と
併
用
し
て
応
用
化

学
の
分
野
を
表
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
、原
子
論
や
分
子
論
な
ど
の

理
論
科
学
的
な
分
野
の
知
識
の
受
容
が
進
む

に
つ
れ
、舎
蜜
か
ら
化
学
へ
と
呼
び
名
が
変
わ

っ
た
よ
う
だ
。
 

　
富
山
大
学
は
、昭
和
２４
年
５
月
３１
日
、国
立

学
校
設
置
法
に
よ
り
、富
山
高
等
学
校
、富
山

師
範
学
校
、富
山
青
年
師
範
学
校
、富
山
薬

学
専
門
学
校
、高
岡
工
業
専
門
学
校
を
包
括

し
て
設
置
さ
れ
、文
理
・
教
育
・
薬
・
工
の
４
学

部
が
置
か
れ
た
。さ
ら
に
一
昨
年
の
国
立
大
学

法
人
３
大
学
統
合
を
機
に
、平
成
１８
年
か
ら

は
医
・
薬
・
工
・
理
が
協
力
し
あ
い
、新
し
い
大

学
院
が
ス
タ
ー
ト
。こ
れ
ま
で
の
大
学
院
医
学

系
研
究
科
、薬
学
研
究
科
及
び
理
工
学
研
究

科
を
統
合
・
改
組
す
る
こ
と
に
よ
り
、医
薬
理

工
融
合
領
域
を
形
成
し
、最
先
端
科
学
に
お

け
る
新
た
な
学
問
領
域
の
創
造
が
始
ま
っ
た
。
 

　
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、地
場
産
業
や
文
化
の

形
成
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
薬
。
富

山
大
学
の
ル
ー
ツ
を

た
ど
る
時
、そ
の
背

景
に
は「
薬
業
王
国

富
山
」の
歴
史
が
燦

然
と
輝
き
続
け
て
い

る
。
 

 

売薬さんの柳行李 

売薬さんの手土産  紙風船 

Information

 Tom's   クローズアップ 

取
材
協
力 : 

平
井 

美
朗 

池
田
屋
安
兵
衛
商
店 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
） 

薬業王国富山 

は
ん 

ご
ん 

た
ん 

ぼ
っ
か
い 

ま
え
だ
ま
さ
と
し 

も  

ず  

じ
ょ
う
か
ん ま

つ 

い
　 

や
　 

げ

ん

え

も

ん

 

や

え
さ

き
や
げ
ん
ろ
く

 

や
な
ぎ
ご
う
り 

じ
ゃ
こ
う 

ご
お

う

 

せ
い
み

 

ゆ
う
た
ん 



13 12Toms Press
,

Toms Press
,

富山大学ではさまざまな研究活動が行われており、 

学生はもちろん、企業や地域社会からの関心度もひじょうに高い。 

今回は、日本薬学会（３月28日～30日）で発表される研究の中から、 

８つの研究内容をクローズアップした。 

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
代
表
さ
れ
る
ア
ミ

ロ
イ
ド
ー
シ
ス（
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
い
う
タ
ン
パ

ク
質
が
沈
着
す
る
原
因
不
明
の
疾
病
）を

引
き
起
こ
す
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
レ
チ
ン
と
い

う
タ
ン
パ
ク
質
を
研
究
し
て
い
ま
す
。ア
ミ

ロ
イ
ド
線
維
は
血
中
の
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
レ
チ

ン
が
結
合
し
て
形
成
さ
れ
、各
臓
器
に
沈

着
し
て
病
気
に
な
る
わ
け
で
す
。そ
こ
で
、

こ
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
線
維
が
ど
の
よ
う
に
し

て
で
き
る
か
を
調
べ
る
と
、ト
ラ
ン
ス
サ
イ

レ
チ
ン
の
あ
る
部
分
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。そ
の

部
分
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、病

気
を
防
げ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
 

      

 

富山大学発の ユニークな研究 

タ
ン
パ
ク
質
が
 

た
ま
る
病
気
の
 

新
事
実
発
見
！
 

大
学
院
薬
学
研
究
科
 

構
造
生
物
学
 

　
　
　
 
 
長
井
 

優
香
里
 

Tom
’s C

lose up 

U
nique research announcem

ent

抗
が
ん
薬
に
応
じ
た
 

痛
み
の
治
療
戦
略
を
サ
ポ
ー
ト
！
 

大
学
院
薬
学
研
究
科
　
応
用
薬
理
学
　
池
田
 

憲
一
郎
 

ヒ
ン
ト
は
、”が
ら
く
た

“D
N
A
!?
 

統
合
失
調
症
の
病
体
解
明
へ
の
挑
戦
 

大
学
院
薬
学
研
究
科
　
臨
床
薬
理
学
　
小
川
 

雅
子
 

植
物
の
成
分
が
、 

女
性
ホ
ル
モ
ン
に
変
身
!?
 

01

04

03

抗
が
ん
剤
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
光
で
キ
ャ
ッ
チ
！
 

大
学
院
薬
学
研
究
科
　
生
体
認
識
化
学
　
石
原
 

史
明
 

08

02

マ
ウ
ス
で
 

軽
度
精
神
遅
滞
の
 

謎
を
解
く
！
 

大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部
 

臨
床
分
子
病
態
検
査
学
　
所
 
崇
 

動
物
実
験
を
減
ら
す
た
め
の
価
値
あ
る
研
究
 

生
命
科
学
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
　
土
井
 

健
司
 

06
炎
症
性
腸
疾
患
に
漢
方
薬
が
効
く
!?
 

和
漢
医
薬
学
総
合
研
究
所
　
消
化
管
生
理
学
　
吉
田
 

益
奈
子
 

07

注目！ attention！

　
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
類
や
リ
グ
ナ
ン
な
ど
、女

性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
を
持
つ
植
物
由
来
成

分
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ

れ
ら
の
成
分
は
腸
内
細
菌
に
よ
っ
て
代
謝

吸
収
さ
れ
て
こ
そ
、作
用
を
発
揮
す
る
も

の
で
す
。
私
た
ち
は
代
謝
機
能
を
持
つ
腸

内
細
菌
を
取
り
出
し
、そ
の
代
謝
特
性

を
調
べ
て
き
ま
し
た
。
今

回
、植
物
リ
グ
ナ
ン
か
ら

女
性
ホ
ル
モ
ン
物
質
に
変

わ
る
代
謝
の
中
で
脱
水

酸
基
反
応
と
酸
化
反
応

を
起
こ
す
腸
内
細
菌
を
取
り
出
し
て

調
べ
た
と
こ
ろ
、右
手
と
左
手
の
関
係

に
あ
る
光
学
異
性
体
で
は
違
う
腸
内

細
菌
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
光
学
活
性
に
よ
る
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
作
用
の
差
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、こ
の
研
究
は
、ヒ
ト

腸
内
細
菌
に
よ
る
光
学
活
性
認
識

の
基
礎
に
あ
た
り
ま
す
。
 

　
抗
が
ん
薬
を
投
与
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
激
し
い
痛
み
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、臨
床
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、抗
が
ん
薬
に
よ
る
疼
痛
の
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
を
作
製
し
、鎮
痛

薬
で
あ
る
モ
ル
ヒ
ネ
と
ガ
バ
ペ
ン
チ
ン
の
効
果
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

抗
が
ん
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
ガ
バ
ペ
ン
チ
ン
の
効
き
方
が

違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
痛
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
使
用
す
る
抗
が
ん
薬
に
よ
っ
て
異
な
り
、

鎮
痛
薬
の
有
効
性
も
異
な
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、使

用
す
る
抗
が
ん
薬
に
応
じ
た

痛
み
の
治
療
戦
略
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
統
合
失
調
症
に
は
海
馬
の「α
７
ニ
コ
チ
ン
性

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容
体
」
が
関
係
し
て
い
ま
す

が
、な
ぜ
異
常
が
生
じ
る
の
か
は
不
明
で
す
。
私

た
ち
は
、か
つ
て
”が
ら
く
た
“D
N
A
と
考
え

ら
れ
て
い
た
重
複
偽
遺
伝
子
の
中

でα
７
ニ
コ
チ
ン
受
容
体
遺
伝
子

（
C
H
R
N
A
７
）と
一
部
共
通
の
配
列
を
も
つ

重
複
遺
伝
子（
C
H
R
F
A
M
７
A
）に
着
目
。

そ
の
発
現
様
式
と
存
在
意
義
を
細
胞
レ
ベ
ル
で

検
討
し
た
結
果
、こ
の
重
複
遺
伝
子
が
神
経
細

胞
な
ど
で
タ
ン
パ
ク
に
翻
訳
さ
れ
る
と
、α
７
ニ
コ

チ
ン
受
容
体
に
結
合
し
て
活
性
を
抑
制
す
る
こ

と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
重
複
遺
伝
子
の
過
剰

な
発
現
は
統
合
失
調

症
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
、
病
態

解
明
の
一
助
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

　
シ
ス
プ
ラ
チ
ン（
抗
が
ん
剤
）は
、主
に
が
ん
細

胞
の
D
N
A
に
結
合
し
、傷
つ
け
る
こ
と
で
作
用

し
ま
す
。
抗
が
ん
作
用
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

現
象
が
現
れ
ま
す
が
、引
き
金
に
な
る
の
は
損

傷
D
N
A
を
認
識
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
結
合
で

す
。
し
か
し
、そ
の
解
析
は
決
し
て
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
対

象
と
し
た
解
析
法
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
「
光
反
応
性
化
合
物
を
用
い
て
、光

を
当
て
た
瞬
間
の
タ
ン
パ
ク
質
作
用
を
と
ら
え

る
」こ
と
で
、直
接
解
析
に
成
功
し
ま
し
た
。
と

ら
え
ら
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
は
全
て
ラ
ベ
ル
さ
れ
る

た
め
、
今
度
は

そ
れ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
個
々
に
、し
か
も
同
時

に
調
べ
ら
れ
ま
す
。
D
N
A
へ
の
ス
ト
レ
ス
が
多

様
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
、問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、こ
の
手
法
は
、抗
が
ん
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
正
し
く
理
解
す
る
有
効
な
手
段
の
一つ
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

　
１
９
９
９
年
、動
物
実
験

は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、

イ
ン
ビ
ト
ロ（
試
験
管
や
シ

ャ
ー
レ
な
ど
の
実
験
）で
代

替
す
る
と
い
う
ボ
ロ
ニ
ア
宣

言
が
採
択
さ
れ
、動
物
実
験
の
代
替
法

が
強
く
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
は
、細
胞
の
増
殖
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
遺
伝
子
を
導
入
し
た
「
遺

伝
子
改
変
ラ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
機
能
を

保
持
し
た
「
気
道
上
皮
細
胞
株

R
T
E
C
１１
」の
樹
立
に
成
功
し
ま
し

た
。
今
回
用
い
た
遺
伝
子
改
変
ラ
ッ
ト

や
同
遺
伝
子
を
導
入
し
た
マ
ウ
ス
は
、

正
常
機
能
を
保
持
し
た
細
胞
株
樹
立

に
と
て
も
有
用
で
、

R
T
E
C
１１
に
加
え
て
胃
粘
膜
、精
巣

な
ど
数
多
く
の
細
胞
株
が
樹
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、こ
れ
ら
の
細
胞
株
を

用
い
て
イ
ン
ビ
ト
ロ
で
組
織
機
能
を
再

現
で
き
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
、組
織
の

生
理
機
能
や
医
薬
品
の
評
価
研
究
に

応
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
潰
瘍
性
大
腸
炎
は
厚
生
労
働
省
の
特
定
疾
患
に
指
定
さ
れ
て
い
る
難

病
で
、原
因
や
治
療
方
法
は
未
だ
に
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
有
用
な
動
物

モ
デ
ル
が
な
か
っ
た
こ
と
も
、研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
の
一つ
で
す
。そ

こ
で
私
た
ち
は
オ
キ
サ
ゾ
ロ
ン
と
い
う
抗
原
を
用
い
て
、こ
の
病
態
に
よ
り

近
い
モ
デ
ル
を
確
立
し
、漢
方
薬
で
あ
る「
柴
苓
湯
」の
治
療
効
果
を
調
べ

ま
し
た
。
抗
炎
症
・
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
の
あ
る
生
薬
を
含
む
柴
苓
湯
は
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
に
対
し
て
も
有
効
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、メ
カ
ニ

ズ
ム
な
ど
の
科
学
的
研
究
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、新
規
病

態
モ
デ
ル
に
柴
苓
湯
を
投
与
し
た

と
こ
ろ
、
腸
管
の
過
剰

に
な
っ
た
免
疫
異

常
を
抑
制
し
、大

腸
炎
の
症
状
も

改
善
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
 

（
取
材
協
力 : 

門
脇 

真
） 

　
知
能
指
数
５０
〜
７０
。

学
習
能
力
は
小
学
生

レ
ベ
ル
で
日
常
の
行
為

も
一
人
で
で
き
る
。
私
た

ち
は
、こ
の
よ
う
な
症

状
を
示
す
「
A
T
R
X

症
候
群
」の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

観
察
し
た
と
こ
ろ
、落
ち
着
き
が
な
く
、

よ
く
動
き
回
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、よ

く
調
べ
る
と
、物
覚
え
が
遅
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、全
く
学
習
で
き

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、脳
の
中
で

記
憶
や
学
習
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

「
海
馬
」
が
正
常
に
働
い
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
軽
度
精
神
遅
滞
に
は
、

ま
だ
ま
だ
不
明
点
が
多
い
の
で

す
が
、こ
の
マ
ウ
ス
は
、

そ
の
謎
を
解
明

す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
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関節リウマチについてご存知ですか？ 

　皆さん、今年はインフルエンザの予防接種を受けましたか？　

ウイルスに対するワクチンの有効性は広く知られていますが、そ

の効果が発揮できるのは、からだの中に異物が入ってきてもこ

れを排除する生体の免疫防御機構をうまく利用したおかげです。

通常、自己の成分に対しては免疫が働かないように調節されて

いますが、この機構が破綻すると自己の成分に対する抗体（自己

抗体）が作られ、自分のからだを攻撃するために様々な病気が生

じます（自己免疫疾患）。 

　代表的な疾患は関節リウマチ（以下リウマチ）です。患者数は

全国で約７０万人、富山県でも６,０００～７,０００人の患者がいると推

定されており、決してまれな病気ではありません。また、リウマチ

というと高齢者の病気とみなされがちですが、発症は３０～４０才

代の女性に多く、学生時代に発症される方もおられます。 

　症状としては全身の倦怠感とこわばり感、微熱、関節の腫れと

疼痛（特に手指、手関節など小関節）です。発症早期ではリウマ

チ以外の膠原病やウイルス感染性関節炎との鑑別が重要で、診

断が確定しない場合は専門医の受診をお勧めします。リウマチ

の有効な治療が行われないと、年余の経過で関節破壊をきたし、

関節変形、機能障害に至ります。これまでリウマチの治療薬は限

られ、治療に難渋することも多かったのですが、数年前から悪玉

サイトカインである腫瘍壊死因子（ＴＮＦ）をターゲットとした抗

サイトカイン療法が難治性リウマチに使用できるようになり、大

きな成果をあげております。また、リウマチの治療は薬物療法、

手術療法および生活指導を含めたリハビリテーションが基本です。

富山大学附属病院では各科横断的なリウマチ診療チーム（第一

内科、整形外科、和漢診療科、看護部、薬剤部、リハビリテーション

部、栄養部など）をつくり、リウマチ教育検診入院を行っています。

ご興味のある方は第一内科ホームページまでいらしてください。 

 

●第一内科ホームページ 

http://www.med.u-toyama-.ac.jp/medicin1/index.html 

 

富山大学附属病院　免疫膠原病科 

診療教授　杉山  英二 

H e l l o

自
分
の
信
じ
る
道
を
精
一
杯
！
 

 　
市
役
所
を
志
望
し
た
の
は
、一
言
で
言
う

と
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
区（
旧
大

門
町
）は
昔
か
ら
地
域
活
動
が
活
発
で
、私

も
今
現
在
、地
元
青
年
団
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
通
じ
て
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
の
大
切
さ
を
実
感
し
、「
人
と
人
が

心
を
通
わ
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
、そ
う
思
っ
た
こ
と
が
今
の
自
分

を
成
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
在
学
中
は
会
計
学
に
特
に
関
心
を
持
ち

ま
し
た
。
元
々
計
算
を
す
る
の
が
得
意
で
、

し
か
も
よ
く
友
人
か
ら
理
屈
っ
ぽ
い
な
ど
と

言
わ
れ
て
し
ま
う
性
格
だ
っ
た
た
め
か
、会

計
学
に
出
会
っ
た
と
き
は「
こ
れ
は
面
白
い
」

と
思
い
、熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。
た
だ
、私

は
経
済
学
科
に
在
籍
し
て
い
た
の
で
、大
学

で
経
済
理
論
を
、専
門
学
校
で
会
計
学
を
学

ぶ
と
い
う
二
重
の
学
生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

今
か
ら
思
う
と
、か
な
り
ま
だ
る
っ
こ
い
や

り
方
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、結
果
、そ
の
勉

強
を
通
じ
て
実
社
会
に
お
け
る
税
の
仕
組

み
に
興
味
を
持
ち
、そ
こ
で
学
ん
だ
事
を
活

か
せ
る
仕
事
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
、市
役
所
の
納
税
課
に
配
属
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
政
に
欠
か
せ
な
い
納
税
が
正
し
く

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、滞

納
者
へ
の
連
絡
や
納
税
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

今
ま
で
自
分
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
仕
事
に

1
0
0
％
活
か
せ
て
い
る
か
と
い
う
と
疑
問

に
思
い
ま
す
。し
か
し
、実
際
に
市
民
の
方
々

と
直
接
対
話
す
る
こ
と
で
今
ま
で
は
知
り

得
な
か
っ
た
こ
と
や
新
し
い
考
え
方
な
ど
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
多
く
、学
生
時

代
以
上
に
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
在
学
生
の
方
々
に
一
言
。
私
は
大
学

入
学
時
に
二
つ
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。一つ

は
「
自
分
の
や
り
た
い
事
を
一
つ
で
も
見
つ
け

る
事
」
も
う
一つ
は
「
自
分
に
で
き
る
事
を
一つ

で
も
体
得
す
る
事
」で
す
。
ど
ち
ら
か
一つ
で

も
在
学
中
に
実
現
で
き
れ
ば
、そ
れ
が
後
々

大
き
な
強
み
に
な
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
自
分
の
信
じ
る
道
を
在
学
中
に
精

一
杯
突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
！
 

 

荒屋 奈緒美 
中小企業金融公庫富山支店 
平成13年3月　富山大学経済学部卒業 

高橋 聖 
富山市役所　納税課 
平成17年3月　富山大学経済学部卒業 

私
が
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と 

 

　
私
が
勤
務
し
て
い
る
中
小
企
業
金
融
公

庫
富
山
支
店
は
、県
内
企
業
全
般
に
対
す
る

融
資
や
企
業
に
と
っ
て
有
益
に
な
る
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
行
い
、企
業
の
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
私
の

仕
事
は
、支
店
全
般
を
支
え
て
い
る
仕
事
で

あ
り
、具
体
的
に
は
電
話
応
対
や
接
客
、事

務
処
理
等
と
い
っ
た
事
務
所
内
の
仕
事
で
す
。 

　
「
仕
事
は
好
き
で
す
か
？
充
実
し
た
社

会
人
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
？
」 

も
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
自
分

は
何
と
答
え
る
だ
ろ
う
か
。 

　
「
今
の
仕
事
は
好
き
だ
け
ど
、失
敗
も
す

る
し
、仕
事
の
出
来
は
ま
だ
ま
だ
。
自
分
自

身
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
切
り

替
え
が
よ
う
や
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
休
み
の
日
で
も
仕
事

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
良
い
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
の
が
今
の
私
の
答
え
で
す
。 

　
大
学
を
卒
業
し
て
早
５
年
。
社
会
に
出
て

み
て
、学
生
と
は
違
う
感
覚
、社
会
の
中
の
つ

な
が
り
、果
た
し
て
い
る
役
割
、課
せ
ら
れ
て

い
る
責
任
と
い
う
も
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

　
直
接
お
客
さ
ん
と
接
し
て
仕
事
を
す
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、「
て
き
ぱ
き
と
仕
事

を
す
る
。
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
す
る
。
そ
し

て
挨
拶
は
大
き
な
声
で
」
を
常
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
で
あ
れ
、作
業
し
た

人
の
気
持
ち
は
伝
わ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、見
え
な
い
と
こ
ろ
で
も
、さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
が
あ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
組
織
や
社
会
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
自
分
の
周
り
の
多

く
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
、だ
い
ぶ
周
り
が
見
え
て
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
が
、初
心
を
忘
れ
ず
に
こ
れ

か
ら
も
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。 

 

薬箱Toms,

ハロー先輩 

学
内

探
訪

タブの木  

〜
芸
術
文
化
学
部
中
庭
〜

Toms Press
,

Toms Press
,

　昨年１１月４日～５日、恒例の「親子

フェスティバル２００６」が五福キャン

パスにて開催されました。２日間で

の延べ来場者数は、なんと１万４,６９

１人に上りました！ご来場いただいた

ちびっ子たち、保護者の方々には心

よりお礼申し上げます。 

　昨年１０月１８日、富山大学人間発達科学部とハワイ大学マウイコミュニティカレッジ

との間で学術交流協定が締結されました。同大マウイ校は、自然環境問題を中心に

多様な教育プログラムを有しています。また、「レインボープログラム」とよばれる

国際交流や異文化体験プログラムがあり、ハワイの固有の文化を保存・発信すること

にも力を入れています。今回の協定は、特に、附属学校の教員も研究交流の対象に

なっていることが特徴です。 

　この協定によって、両大学の教員・学生の交流が促進され、教育や研究に活かされ

ていくでしょう。附属学校も含めて、人間発達科学部が多文化共存の社会を形成し

ていくために、貢献するところが大きいと思います。　  　　　　　　　（小林　真） 

学術交流校紹介 ハワイ大学マウイコミュニティカレッジ 

　
写
真
は
芸
術
文
化
学
部
の
中
庭
に
あ
る
タ
ブ
の
木
で
す
。

タ
ブ
は
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
高
木
で
、犬
楠
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
大
伴
家
持
が
、「
磯
の
上
の
都
万
麻
を
見
れ
ば
根

を
延
へ
て
年
深
か
ら
し
神
さ
び
に
け
り
」（
万
葉
集
）と
詠

ん
だ
都
万
麻
と
は
、こ
の
タ
ブ
の
木
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
岡
短
期
大
学
の
中
庭
の
植
樹
に
際
し
て
、

万
葉
文
化
の
香
り
を
醸
し
な
が
ら
、大
学
が
大
木
へ
と
発

展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
こ
の
樹
種
が
選
ば
れ
た
の
で
し
た
。
 

　
植
樹
は
、高
岡
短
期
大
学
が
新
設
後
２
年
目
を
迎
え
た

昭
和
６１
年
春
の
こ
と
で
、以
来
風
雪
に
耐
え
て
２０
年
余
が

経
ち
ま
し
た
。
記
憶
と
比
較
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、移
植
さ
れ
た
当
時
と
今
日
の
樹
形
を
比
較
す
る
と
、

幹
の
太
さ
や
枝
ぶ
り
は
３
倍
ほ
ど
の
大
き
さ
に
成
長
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
間
、こ
の
タ
ブ
の
木

の
あ
る
中
庭
は
創
己
祭（
高
岡
短
期
大
学
時
の
文
化
祭
名

称
）の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
、ま
た
学
生
の
ベ
ン
チ
制
作
の

舞
台
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
１７
年
の
冬
に
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
企
画
と
し
て
、こ
の
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

施
す
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
、豪
雪
に
埋
も
れ
た
中
庭
を
美

し
く
飾
り
ま
し
た（
写
真
）。
 

　
タ
ブ
と
い
う
木
は
、硬
さ
は
中
く
ら
い
で
油
分
を
含
ん
で

い
ま
す
。
登
呂
遺
跡
か
ら
は
弥
生
人
が
種
火
を
作
る
た
め

に
使
用
し
た
発
火
具
が
出
土
し
、そ
の
錐
の
部
分
に
こ
の
タ

ブ
の
木
が
使
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
平
成
１８
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
企
画
で
は
こ

の
木
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

施
さ
れ
、日
中
と
は
異
な

っ
た
陰
影
を
見
せ
る
タ
ブ

の
様
子
は
、短
大
が
小
さ

な
種
火
で
あ
っ
た
頃
を

思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
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異文化体験プログラム 

山西学部長（左）と坂元学長による調印式 
（ハワイ大学マウイコミュニティカレッジにて） 
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使い手の視点から生まれた「救急箱」（芸術文化学部） 

林　 夏生 
門脇 　真 
小林 　真 
長島 　寛 
森脇 喜紀 

板倉 俊子 
唐渡 広志 
小松 研治 
仲嶺 政光 

岩島 　誠 
川口 清司 
高井 正三 
福田 正治 

人文学部助教授 
和漢医薬学総合研究所教授
人間発達科学部助教授 
総務部総務課長 
理学部助教授 

附属病院副看護部長 
経済学部助教授 
芸術文化学部教授 
生涯学習教育研究センター講師 

薬学部助教授 
工学部助教授 
総合情報基盤センター教授 
医学部教授 
 

　この学生作品は、平成17年10月の芸術文化学部発足に伴う実技実習室改修に合わ
せて、統一したデザインで10ケ所に設置した救急箱です。 
　開学当時に用意された救急箱は、蓋つきの箱型のもので、怪我のたびにどこに行った
のかを探したものでした。これに疑問を持った学生が、平成16年度の「家具制作」授業
でデザイン・制作をしました。そしてこれを本学部の卒業生が活動する独立工房に10個
発注して取り付けたものです。正面の扉を下に開けると前後に重なることなく並んだ消
毒液やバンドエイドが見えやすく、取り出しやすくデザインされています。　（小松 研治） 

　大学の「中から外へ」わかりやすく正確に情報を伝えることは、広報誌が果たすべき重要な役割のひとつです。と同時に私たちトムズ
プレス編集サブタスクチームは、あと２つの役割をこの冊子が果たしてくれることを（欲張りで恐縮ですが！）心から願っています。 
　そのひとつは、３大学統合によって生まれた新しい富山大学の中で、キャンパスや学部の違いを超えて教職員や学生が互いを知
り、共にこれからの大学をつくっていくための、いわば大学の「中から中へ」の橋渡しです。そしてもうひとつは、より多くの方々が
気軽に富山大学での行事に参加されたり大学を訪れたりされる手がかりとなり、またそうした皆さんの声を大学の中へと反映し
ていくための、いわば「外から中へ」の橋渡しです。 
　富山大学の公開講座等に多くの市民の皆さんが参加され、そのことが教員や現役の大学生たちにもかけがえのない刺激になっ
ていることは、今回の巻頭特集でもご紹介したとおりです。また、広報誌読者の皆さんから寄せられたご意見やアンケート結果は
逐次、編集委員が回覧して次号の編集に活かしております。 
　皆さんから届く一言が、もっともっと面白い Tom's Pressを、そして富山大学をつくっていくための、大切な手がかりとなりま
す。よろしければぜひ、本誌綴じ込みのはがきや広報室宛のメールで、ご意見・ご感想をお寄せください。一同、お待ちしております！ 

（林 夏生） 巻頭特集 

富山大学の「知」を開放 
公開講座＆オープン・クラス 
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Tom's クローズアップ　「薬業王国富山」 
歴史を振り返る 
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